
１　補正概要

19,224,509 千円

724,611,000 千円

743,835,509 千円

    【歳入の内訳】   

6,678,379 千円

3,384,000 千円

（おおいた元気創出基金） 325,816 千円

8,836,314 千円

    【財政調整用基金残高見込】   

約329 億円

２　補正事業の内容

（１）梅雨前線による大雨災害からの復旧・復興に向けた取組 （単位：千円）

(9,551,298)

7,454,000

17,005,298

(47,000)

189,300

236,300

(120,000)

247,500

367,500

(675,370)

599,700

1,275,070

※ 予算案欄の上段 (　　) は既決予算額、中段は補正予算案、下段は累計、　　は新規事業

財政調整用基金残高見込

1

　被災した道路、河川などの公共土木施設の原形復旧を行う。
　・道路（３２か所）　・河川（１９４か所）
　・砂防（５０か所）
　※災害の再発防止に向けた河道の拡幅などの機能強化につい
　　ては災害関連事業で実施

道路保全課
河川課
砂防課

土木施設災害復旧事
業

事　業　名 予　算　案 事　業　の　概　要 所 管 課

2

繰 越 金

県 債

累 計

国 庫 支 出 金

繰 入 金

令和５年度一般会計９月補正予算案(第２号)

大分県総務部財政課
令 和 5 年 9 月 5 日

梅雨前線による大雨災害からの本格的な復旧・復興に向け、必要な経費を追加するとともに、人材確
保等に取り組む貨物自動車運送事業者を支援します。また、４年度決算剰余金を財政調整基金や減債基
金等に積み立てます。

補 正 予 算 案

既 決 予 算 額

災害の再発を防止するため、河道の拡幅や護岸のかさ上げ等
の機能強化を行う。
　・小野川（日田市） 河川課

（公）河川災害関連
事業

3

　災害の再発を防止するため、地すべり対策工事を行う。
　・畑倉地区（由布市湯布院町川西）

砂防課
（公）緊急地すべり
対策事業

4

　被災した林道の復旧を行う市に対し助成する。
　・岳滅鬼線（中津市、日田市）
　・中山線　（日田市）　など　計４２路線 林務管理課林道災害復旧事業

新
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(396,947)

1,275,900

1,672,847

(493,300)

360,000

853,300

(56,178)

1,836

58,014

（２）その他事業 （単位：千円）

(0)

325,816

325,816

(0)

8,770,457

8,770,457

5

山地崩壊、土砂流出などの被災箇所における復旧及び機能強
化を行う。
　・中山地区　（日田市）
　・上惣見地区（中津市）　など　計１２か所

森林保全課
災害関連緊急治山事
業

事　業　名 予　算　案 事　業　の　概　要 所 管 課

6

土砂などの流入により航路埋塞等の被害を受けた小祝漁港
（中津市）の復旧を行う。

漁港漁村整
備課

漁港災害復旧事業

7

　被災した文化財の復旧を行う市等に対し助成する。
　・国指定重要無形文化財　小鹿田焼（日田市）
　・県指定有形文化財　　　羅漢寺橋（中津市）

9

今後の健全な財政運営を図るため、４年度決算剰余に伴う繰
越金の一部を財政調整用基金などに積み立てる。
　・財政調整基金　　　　　3,908,938
　・減債基金　　　　　　　2,945,472
　・おおいた元気創出基金　1,836,047
　・芸術文化基金　　　　　　 80,000

財政課
芸術文化ス
ポーツ振興
課

決算剰余金の基金へ
の積立

　

8

いわゆる「２０２４年問題」に直面する貨物自動車運送事業
者の経営環境等を改善するため、価格転嫁や人材確保等に取り
組む事業者に対し、支援金を支給する。
　・支給額　大型自動車        　５万円／台
　　　　　　大型自動車以外   ２.５万円／台
　・限度額　１事業者当たり　２５０万円

交通政策課
貨物自動車運送業環
境改善緊急支援事業

文化課
文化財保存事業補助
事業
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